
 ３月19日、日本財団より福祉車

輌
(車椅子対応車

)の助成金を受

け、トヨタハイエースが納車され

ました。この車は、車椅子を２台

収納可能となっています。 
 現在、生活介護「さくら」では

キャラバン
(車椅子対応

)が車椅子

１台しか収納できませんので、今

後、車椅子の利用が増加すること

により活動の幅が広がることを期

待しています。 
また、利用者の通院、外出にも利

用でき、今、以上に利用者の生活

が広がります。 
 日本財団は競艇の売り上げを財

源に活動している民間の助成団体

です。１９９４年から始まった福

祉車輌の助成も２００８年には２

万３千台に達していると言われて

います。    
        

       はじめまして、工房

a
si (あし

)で

す。烏山福祉作業所が作家の徳富

蘆花にゆかりのある「蘆花公園」

の近くであることから工房の名前

にしました。工房

a
siでは以前から

の織物や刺しゅう製品に加え、和

菓子のレシピや材料、優しい味や

食感を活かした和風菓子の製造販

売をスタートしました。バレンタ

インデーに「ちょこまんじゅ

う」、ひなまつりに「ももやまま 

 

んじゅう」を販売開
始しました。 

３月中旬から販売の
「ころんころーね」

は、スペインのお菓
子ポルボローネを和

風にアレンジ。「らくがん」の
様な食感とごま、抹茶、和三盆

などの味で、色の美しさも大事

に焼き上げています。いずれも、

一個50円～60円、袋やケース入

りは、３００円～３５０円。この

他、桜餅やよもぎだんごなどの一

口大の餅菓子や、伝統的なレシピ

にこだわった「烏山かすてら」な

どスタンバイ中です。イベントや

プレゼント用には、縫製作業で

作ったオリジナルのすてきなラッ

ピングも承りますのでどうぞよろ

しく。 
世田谷区立 
烏山福祉作業所      
       のののの巻巻巻巻 
     住所   〒157-0061   東京都世田谷区烏山1-29-15 
     電話  03-3326-8001 

自主生産品紹介自主生産品紹介自主生産品紹介自主生産品紹介    
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４月 
      １日 一（はじめ）会・入所式 （北町福祉作業所） 
              入所式                          （きね川福祉作業所） 
      ３日 各種講習会開始                                             （千代田区立障害者福祉センター） 
      ７日 入所式                          （九品仏生活実習所） 
  １６日 陶芸教室（駒沢生活実習所） 
  １８日 東立石さくら祭り参加 （きね川福祉作業所）          
    
５月 
  ４～５日 ＧＷ行事＜山梨・和みの里＞                                                                 （武蔵野児童学園） 
  ２２日  救急法講習会   （きね川福祉作業所）  
  ２４～２８日 施設公開    （駒沢生活実習所） 
  ３１日  公開福祉講座「適応障害について」                                                （北町福祉作業所）  
６月 
      ６日  練馬区障害者通所施設合同運動会参加                         
                                 （北町福祉作業所・大泉町福祉園） 
   ２５日  社会見学（生活介護）             (千代田区立障害者福祉センター）   
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和風のアレンジが好評な「ころんころーね」ぜひ、お試し下さい 
武 蔵 野 会 後 援 会  社会福祉法人武蔵野会が経営する23施設と4つのグループホームの利用者のために、より良い環境や施設の充実・施設の円滑な運営などを、物心両面から支える組織として、武蔵野会後援会があります。皆様のご理解とご協力により、会の拡大をはかり、法人の運営基盤の確立を応援していますので、ご協力をお願い申し上げます。  〒193-0931    東京都八王子市台町 １-１９-３   電話・FAX  ０４２－６２６－９７７２ 

外出先が広がりました。大切に使わせていただきます 



    

 八王子地区では、３月３日に職

員研修の一環として「事例実践報

告会」を実施しました。 
 この研修では、発表するための

日々の実践記録をまとめる能力、

そして、まとめた記録を効果的に

相手に伝えるためのプレゼンテー

ション力の養成を主な目的として

います。まとめる作業では、支援

者は自分自身が行っている実践を

ていねいに観察し、振り返り、考

察する態度が求められます。プレ

ゼンテーション力では、人に伝え

るポイントの整理を通して、利用

者だけではなく、保護者や関係機

関に、的確で効果的に必要なこと を伝えるということを学びます。 

 今回は、八王子地区の各施設よ

り14の報告があり、その内容も利

用者支援を中心としたもの、独自

事業や新規事業の実践報告、支援

プログラムやマニュアル等のシス

テム的な内容等、多岐にわたる

様々な事例が報告されました。 
 八王子地区にある６つの施設に

は、同じ種別の施設は一つもあり

ません。様々な施設の実践報告を

聞く機会となった今回の研修で

は、普段、なかなか知ることがで

きない、他の施設の実践内容を知

る機会になったと、参加した職員

からも好評でした。 
 今後もこの「事例実践報告会」

を続け、職員一人ひとりのスキル

アップを目指していきます。 
 今年も大島での新任研修並びに 

辞令交付式が執り行われました。 

 平成22年度新任職員研修参加者 

は49人で、６グループに分けての 

受講でした。  

  ３月24日午前６時に岡田港へ到 着し、直ぐに研修会場に向かいま 

した。船旅の疲れを見せずにオリ 

エンテーション、研修シート、研 

修の心得などの説明を受け、午後 

からは大島恵の園、第２大島恵の 

園を見学しました。夕方から夜に 

かけてＫＪ法による「私たちのめ 

ざす職員像」をテーマに各グルー 

プで論じあっていました。 

  ２日目は人事考課制度、倫理綱 

領、行動規範の法人の一員として 

の基本を周知してもらい、そして 

「武蔵野会のめざすもの」の講義 

を受け、理念の大切さを受けとめ 

てもらいました。辞令交付式の前 

のスピーチでは、この研修で学ん 

だことを述べて、これから向かう 

職場での抱負を語りました。 

  理事長の挨拶の後、辞令の授与 

を行い無事終了しました。 
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「武蔵野会の目指すもの」を語る 高橋本部長 

  初めてのプレゼンに緊張が隠せませんでしたが、施設毎の特色ある報告でした 
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  今年度より自立支援法へ移行し 

ました。これに伴いこれまでの事 

業内容を見直し、特に日中活動に 

ついては職員全員で取り組む体制 

としました。移譲２年目の目標は 

「利用者の生活に活気と潤い」で 

す。また、４月よりホームページ 

を立ち上げました。  
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  お年寄り健康は口の中の清潔が 

大切です。食事をおいしく食べて 

いただくために、洲に１回歯科医 

や歯科衛生士の指導を受けながら 

利用者にあった歯磨きやマッサー 

ジに取り組み、利用者のお口の健 

康に努めています。 
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  ４月５日に第31回の入園式を行 

いました。さくらが満開な中、16 

名の子どもたちが、私たちの新し 

い仲間として入園しました。これ 

から一緒に沢山遊び、泣いたり笑 

ったりしながら、子どもたちの成 

長を見守りたいと思います。 
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町
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所
 

 練馬区の指定管理者として五年 

目。次年度以降も受託継続し、利 

用者支援と練馬地区の福祉向上に 

寄与できるよう皆で力を合わせて 

頑張ります。「きたまち工房トゥ

インクル」では焼き菓子に加え布

製品を製造販売を開始、地域に根

ざしたブランド展開を図ります。 



   

     この４月７日に４名の利用者を

迎え、世田谷区立九品仏生活実習

所中町分場が開所しました。場所

は東急大井町線上野毛駅から歩い

て７分程の距離にあり、建物は２

階建てで２階の部分が中町分場と

なり、１階は医師会の休日診療所

と訪問看護ステーションとなって

います。  知的障害者の生活介護を行う視

点で不十分なところを考慮して、

トイレのドアの改修、シャワーの

設

置、洗濯機置き場の増設やスペー

スを有効的に使えるようパーテー

ションで仕切るなどの内装工事を

行いました。３月中頃までで工事

が終わり、それから備品を搬入す

るなど準備をすすめ無事に開所す

ることが出来ました。 
 将来的には15名程度までの受け

入れを予定しています。支援内容

は本園と同じサービスを基本と

し、利用者個々のニーズに応じた

支援を提供していきます。送迎は

ワゴン車１台で行い、厨房の設備

はないため、給食は本園で作り、

車で運んで盛り付け配膳は分場で

行います。  本園との相互協力により地域に

根ざした明るく楽しい施設にして

いきたいと考えています。 
  葛飾地区には、｢白鳥福祉館｣

｢きね川福祉作業所｣という同種の

施設が２か所あり、車で十分程度

のところに所在しています。 
 きね川福祉作業所では、毎月１

回、利用者さん３人が、白鳥福祉 館へ出向いて、作業の実習をさせ

ていただいています。同じよう

に、白鳥福祉館からも３人の方が

見えて、きね川福祉作業所の作業

を体験されています。 
 きね川福祉作業所が開設した年

(平成17年

)の年度末に試行して以

来、原則月１回、継続して交流実

習として実施しています。 
 それぞれの施設では、就労へ向

けた取り組みとして、一般企業

や、区役所などの協力を得て、施

設外職場実習への支援もしていま

すが、その前段階として、利用者

の皆様が、自施設にはない環境

と、作業種を体験できる貴重な取

り組みになっています。加えて、

引率する職員にとっても、他施設

の支援を体験する良い機会になっ

ています。        
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 緊張と期待で一杯の交流実習は、職員にとっても貴重な体験の場になっています 

最寄り駅より歩いて7分という好立地条件の分場外観。（2階部分が分場） 
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
ニ

ュ
ー

ス
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
            

            
            
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
ラ

ウ
ン

ジ
            

施
設

間
の
交

流
実

習
         

 
 

 
 

 
き

ね
川

福
祉

作
業

所
 

 
 

 
 

白
鳥

福
祉

館
 

施
設

施
設

施
設

施
設

あ
れ

や
あ

れ
や

あ
れ

や
あ

れ
や

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ

や
こ

れ
や

こ
れ

や
こ

れ
や  

     
き

ね
川

福
祉

作
業

所
 

  ２月の水道料金が、いつもの倍 

近くになっていました。これはお 

かしいぞ！と、近所の水道屋さん 

に見てもらったところ、大量の漏 

水が見つかりました。古い設備で 

今と規格の違う水道管のため、土 

曜日まる一日の工事になりました 

が、なんとか利用者さんにご迷惑 

をかけずに復旧することができま 

した。   
武

蔵
野
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  ４月から専門機能強化型児童養 

護施設として、精神科医（月３

回）と治療指導担当職員（臨床心

理士・週５日）の配置と支援員の

増員、心理士の常勤、そして小規

模グループケア、「施設運営向上

事業」の実施。治療的・専門的ケ

アが必要な児童に対して手厚い支

援を行う体制をつくりました。 
  千代田区立障害者福祉センター 

 
「

え
み

ふ
る

」
 

 開設から３ヶ月が過ぎました。 

満開だった桜の花も今では緑の葉 

が芽生え、施設も開設当初の喧噪 

から落ち着きを取り戻して本格稼 

働の開始です。えみふるも少しず 

つではありますが、地域に大きく 

根をはり枝葉を広げていきたいで 

す。 
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びの場を設けています。福祉講座

では嘱託医の先生にも講師をお願

いし、車座になってのアットホー

ムな学習の場となっています。 
 公開文化講座「北町きらきら

亭」は過去７回開催。若手噺家や

色物芸人による地域寄席で、毎回

楽しみにしているという近隣の方

や地域の学童クラブの子どもたち

も多数参加、笑顔と歓声がはじけ

て賑やかです。さる三月の寄席で

は、子どもたちが手話ソングを飛

び入り披露、作業所利用者もその

お返しに得意の手話ソングを皆で

歌うなど、うれしいサプライズあ

りの交流イベントとなりました。 

 
   さくら学園では、地域の拠点

機能支援事業助成を活用して２つ

の事業を行いました。 
 その１つ目は、成年後見制度講

習会です。御殿場では地域の中で

成年後見制度を利用している方は

まだほんの一握りのようで、まだ

まだ成年後見制度についての認知

がされていません。そのため、ま

ず福祉関係者に理解を深めて戴く

ことを目的に、御殿場市社会福祉

協議会と協働で、９月５日に成年

後見制度講習会を実施しました。  

 品川成年後見センターの齋藤修

一氏を講師に招き講習をすると共

に、パネルディスカッション行い

ました。成年後見制度を実際に実

施した特別養護老人ホームの施設

長や、さくら学園の利用者を後見

している社団法人障害者後見支援

委員会の後藤氏、御殿場市障害福

祉課の方などにご登壇戴き、現状

の御殿場市の成年後見の課題につ

いて話をして戴きました。今年度

は御殿場市、御殿場社協、さくら

学園の共催での実施が決まってい

ます。 

 ２つ目は障害者権利条約につい

ての説明会を２月に実施しまし

た。昨年度に武蔵野会支援委員会

で作成した「みんなの権利ノー

ト」を印刷し、それを携えて御殿

場市内の障害者施設３カ所に伺い

障害者権利条約について説明をし

ました。  民主党のマニフェストや新政権

が向かおうとしている障がい者総

合福祉法の方向性などを交え、

「みんなの権利ノート」を紹介し

ながら障害者権利条約と障害者虐

待防止について話をさせて戴きま

した。職員会議の貴重な時間や、

委員会の役員の熱心な参加などあ

り有意義な話し合いになりまし

た。 

 理事会役員の任期満了による改

選平成22年２月19日で、武蔵野会

理事会の役員（理事、監事）の２

年の任期が終了するため、第２３

８回理事会（平成22年１月27日）

で、役員の改選が行われました。 

 理事では３期６年間務められた

黒山美惠子理事が辞任されました

が、他の理事９名は再任となり、

理事長も互選により再選されまし

た。監事は両名とも再任となりま

した。尚、黒山理事の後任には、

当法人本部長の高橋信夫が選任さ

れました。   また、今年度から、理事の方々に

は、左記のように各地区の担当に

なっていただきました。折に触れ

て、施設を訪問いたします。 
 金森 仁（世田谷地区） 

 廣本 肇（御殿場地区） 
 渡辺 瞭（葛飾地区） 

 青木秀雄（練馬地区） 
 今坂康志（大島地区） 

 村山悦正（八王子地区） 
＊上野理事長、青木昌子理事、中

島理事、高橋理事は全施設担当で

す。春日完和、

 谷口健吉の両監事

は、全施設担当で、既に訪問して

います。 

視覚や身体、知的な障がいがありながらも、演奏は力強くしなやか。１００名が聴き入ったコンサート 

熱心な参加を戴いた説明会。武蔵野会の「みんなの権利ノート」を紹介させて戴きました 
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なさに気づけよ」という心ない書

き込み。報われない努力を思いや

れない薄情さ。 
 非常勤職員募集一広告に70件を

超える応募が殺到する。男性の大

半は40代以上、様々な理由で転職

を繰り返しており、職務経歴に業

績悪化による解雇という文字が目

立つ。  新しい政権に期待はずれと嘆い

ても、巨大化した資本主義経済構

造の変革を成し遂げる新しい政治

が、一朝一夕に生まれるはずはな

い。ただ悲嘆に暮れていても、明

るい朝は巡ってこないのだ。 
 ワーキングシェアだけでなく、

正社員の給与を下げ、非常勤を全

て正社員化した会社がある。社員

の絆を深め、困難な時代を乗り切

ろうとしているのだ。 
 福祉の仕事とは利用者の命を守

ること、目指すのは福祉型社会

だ。しかし今自分にできるのは目

の前にいる利用者に限られる。時

に自分の身を投げ出す覚悟もいる

が誰も死ぬことがないよう協力と

いう予防線を張り巡らす。その上

で隣同士手を繋げばその輪を大き

く広げることができる。だから私

たちはそのようにしてきっと薄情

な世の中でさえ変えていけるはず

だ、そう信じたい。 
 白鳥福祉館 施設長 福元 與 

話通訳がつき、まさしく八王子地

区一体としての活動となりまし

た。  成果としては、成年後見制度の

普及・啓発、「みんなの力成年後

見センター」の発足と会員の加入

促進、子育て支援ネットワークの

推進に大いく貢献できたと感じて 

います。  来年度は、武蔵野児童学園や心

身障害者センターとの相互協力を

さらに増やし、特に地域に増大し

ている児童虐待の問題に真正面か

ら取り組み、講演会などの啓発活

動を行うと共に引き続き、成年後

見制度の普及などに八王子地区と

して一体的に取り組んでいく予定

です。  
   練馬地区では、練馬福祉園、北

町福祉作業所、すてっぷ、大泉町

福祉園、小平福祉園の五施設が連

携し、法人事業所から地域に向け

た情報発信や近隣住民の方々との

交流事業を通じて、福祉啓発や地

域福祉の向上を目指しています。 

 最近の取り組みについて概括し

てみると、まず講演会関係では、

地元区議の方の協力で練馬福祉園

にて開催した民主党衆議院議員の

石毛鍈
(えい

)子氏による講演会「こ

れからの日本の障がい福祉政策と

制度改革について」や、品川成年

後見センターの協力により小平福

祉園で開催した講演会「成年後見

制度の基礎知識～制度の理解と後

見人の仕事を知る」があります。

どちらも、社会情勢や制度の理解

に留まらず、これからの地域社会

や福祉施設のあり方を皆で考える

絶好の機会となりました。 
 生活支援センターすてっぷで

は、福祉講座として、障がい当事

者の方の地域での安全と安心、豊

かな生活を実現するための「消費 者被害講座『だまされないで自分

を守ろう』」や「聴覚障がい講座

『聴導犬と暮らす幸せな

日々』」、ＮＰＯ法人日本障害者

ピアノ指導者研究会の協力による

「障がいのある人たちによるピア

ノ演奏会」などを開催。障がいの

ある人を地域で支えるセーフ

ティーネットを形成することの必

要性や、障がいの有無を問わない

芸術・文化の素晴らしさを多数の

参加者が実感するなど大きな反響

を得ています。 
 北町福祉作業所では、隔月で公

開福祉講座や公開文化講座（地域

寄席、コンサート等）を行い、障

がい当事者の方を含め地域住民や

関係機関の方を多数招いて、世代

や障がいを問わない文化教養や学石毛議員の考える理想の障がい者福祉のあり方も交えて講演は白熱。現場の実態に即した施策実現に期待 

アスリートの松野明美さん（右）から、ダウン症のご次男の子育てについて語って戴きました 
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         八王子地区には武蔵野児童学

園、すぎな愛育園、八王子市心身

障害者福祉センター、八王子福祉

作業所、八王子生活実習所、希望

の里の種別の違う６事業所があり

ます。    そこで、これらの事業所が八王

子市内で一体的に地域貢献活動が

できないか検討した結果、東京都

の地域拠点化事業補助金を活用し

て八王子市内に「人権擁護と成年

後見」「地域の子育て支援」を

テーマに包括的に一連の地域公開

講座を開催することにしました。

その結果、地域住民や八王子市な

どから高い評価をもらうことがで

きました。  まず、希望の里が武蔵野会で設

立準備していた「みんなの力成年

後見センター」の発足式のキック

オフを兼ねた成年後見制度の啓発 

講座を12月９日に「活かして安心 成年後見制度」と題して開催しま

した。講談師の神田織音さんの

「成年後見制度」講談と成年後見

法学会常務理事の赤沼康弘弁護士

による基調講演を開催し、会場の

クリエイトホールの２５０席が満

席になるほど盛況でした。 
 次に、希望の里と八王子生活実

習所が連携して成年後見制度を担

う法定後見人の育成を視野に「市

民後見人育成講座」を八王子市民

会館で１月から３月の期間に計６

回の講座を開催し、地域住民の方

が約30名受講しました。講師陣

は、日本福祉大学の柿本誠教授を はじめ、各界の著名な成年後見の

専門家を招いた水準の高い講習会

となりました。特に応用講座は先

進的成年後見センターを見学にい

くなどアクティブな活動となりま

した。  また、八王子福祉作業所は地域

の介護者や福祉従事者を対象に、

アサーションジャパンによるメン

タルヘルス講座や引き続き神田織

音さんの「講談成年後見」を開催

し、計１８０人の参加者がありま

した。  一方、すぎな愛育園では、「地

域の子育て支援」をテーマに、八

王子いちょうホールで、「発達の

遅れがあってもなくても幸せに暮

らすために」と題した子育て支援

セミナーを開催し、ダウン症のご

次男の子育てについての語りをア

スリートの松野明美さんから「人

生は１番でなくてもいい」という

演題で聴き、次いで白梅大学教授

の堀江まゆみ教授らを招いたシン

ポジウムを開催し、保護者の方や

自治会の役員など地域の方を招い

て地域の中での子育て支援につい

て考えました。 
 これらの講習会には八王子市心

身障害者福祉センターの協力で手

2 
電車が急にスローダウン

し、人身事故発生のアナウンスが

入る。満員の車内のあちこちから

ため息がもれ、モーター音が消え

ると携帯のキーを叩く音が意外に

大きく響く。人身事故に対し驚き

と悲しみではなく、苛立ちとあき

らめが支配する空気に薄ら寒さを

覚える。いつから他人の死に無関

心になったのか。 
 自分が会社でどんなに努力して

も認められず、解雇され、再就職

もかなわず、線路に身を投げて

も、ため息をつかれる存在だとい

うことに愕然とする。 
 デフレで貨幣の価値は上がった

かに見えるが、競争の中で、物は

買いたたかれ、給料は上がらず残

業だけが増えていく。その矛盾に

気づいても為す術なく、人はます

ます疲弊していく。ストレスに抗

えずリタイヤする人、精神を病む

人も多い。何とか持ちこたえても

更に荷重はのしかかっていく。自

分がいつまでも健康である保障は

何処にもない。 
 大学新卒の就職率は七割だとい

う。「50社受けて内定〇」という

携帯ブログに対し「自分の能力の

思
い
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武蔵野会の進める成年後見センターにも協力いただいている品川成年後見センターの齋藤さんが熱弁 
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 一昨年６月の法人45年式典に出席し、利用者との交流な

ど、たいへん花を添えていただいた大関琴欧洲関。後援会に

は法人からも数名加入し、２月の結婚式にもお呼ばれするな

ど、交流が続いています。 
 外国人力士も増えましたが、大相撲には日本古来の伝統や

文化が根付いています。その一つが、「惻隠

(そくいん

)の

情」とでもいうべき、敗者に対する思いやりです。 

 土俵上でガッツポーズをしたり、土俵を割った相手をさら

に突き倒したりして批判を浴びた横綱もいましたが、負けて

土俵下に落ちた相手に手を差し伸べて助け起こしたり、勝ち

力士インタビューでは負けた相手に気を遣って控え目に話す

などの作法がしっかりと守られています。 

 やや意味合いは異なりますが、このような日本文化が大切

にしてきた自然な思いやりは、経済活動等においても当然

あってよいものではないでしょうか。 

 近年、我が国では、低迷する経済の回復のために、「グ

ローバルスタンダード」に即して様々な規制緩和を一層進め

る、いや、格差が拡大するそのような方法ではなく、従来の

日本型経営の良さも捨ててはいけないなどの議論がみられま

す。  難しい問題ではありますが、日本型経営により、かつては

「一億総中流」といわれるような平等な社会を築き上げてき

たのも事実です。日本文化に根ざした大相撲が、単なるス

ポーツを超えた奥深さを持っているように、日本型経営モデ

ルは、格差があって当然とするアメリカ型のグローバルスタ

ンダードにはない奥深さがあるような気がします。

  

 
               社会福祉法人武蔵野会 理事長 上野 純宏        
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特集 地域拠点化事業の展開 


